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平成 30 年３月 12 日 

独立行政法人 家畜改良センター 

茨城牧場長野支場 

 

長野支場の種子検査技術は 

引き続き国際水準であると認められました 

- ISTA（国際種子検査協会）の認定の更新- 

 

 長野支場は、ISTA（本部：ジュネーブ）の認定検査所として、ISTA 国際種子検査証明

書を発行できる権限を有し、日本で唯一、飼料作物種子に特化した幅広い検査を実施して

いる機関です。 

ISTA は、国際的に流通する種子の品質を確保するために、種子に関する国際的な検査手

法（検査用試料のサンプリング、種子の純度分析、異種子の粒数検査、発芽試験等）のル

ールを定め、世界的なネットワークを持ちながら活動している機関です。 

 長野支場は、このルールに合致した手法で種子検査を行っており、2003 年に検査結果

を証明する権限を与えられました。 

このような権限を持つ検査機関は、世界でも 59 の国と地域で 135 機関しかなく、そ

のうちアジアでは 21 機関で、日本では長野支場を含めて５機関が認定されています。 

この権限を維持するためには、３年ごとに ISTA の監査を受けて再認定されなければな

りませんが、長野支場では 2017 年 10 月からの監査を受け、この度、２月 23 日付けで

６度目の認定を受けました（認定証は別紙）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問合せ先】 

  独立行政法人 家畜改良センター茨城牧場長野支場 

 〒385-0007 長野県佐久市新子田 2029-1 

  担当者： 種苗検定課 三ツ木、早坂 

 電 話： 0267-67-2501（代表） 

 FAX ： 0267-68-4743 

 URL ： http://www.nlbc.go.jp/nagano/ 

～日本の畜産 改良と技術で育てます～ 



別紙 

ISTA 認定証 

 

 


